
支援先の農家と小野社長（中央）

環境負荷の少ない農業の普及を目指す坂ノ途中

ウガンダでゴマの有機栽培を支援

通販サイトで野菜セットを販売
　坂ノ途中の提携農家が育てた野菜は、通販サイト「坂ノ途中 
WEB SHOP」（http://www.on-the-slope.com/shop）を通じて
購入できる。バランスを考えて野菜を組み合わせたこだわりの「旬の
お野菜セット」や、おまけ付きの「定期宅配セット」も用意。お得な「お
試しセット」（980円）もあるので、ぜひ一度試してみては。
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通販サイトで有機野菜をセット販売 山田精油の山田社長

ゴマは乾燥に強く生産や加工が比較的容易

企 業 の
国 際 貢 献

　「農薬や化学肥料に頼らない農業を推進した

い」。無農薬野菜の生産・販路拡大支援などを手掛

ける（株）坂ノ途中（京都市南区）は、ウガンダで

ゴマの有機栽培を支援している。

　代表取締役の小野邦彦氏は「農薬や化学肥料に依

存した農業は生産性や効率性が上がりますので農家

にとって確かにメリットがあります。しかし、農薬

や化学肥料を使えば土はやせ、水も汚れてしまいま

すので、環境への負担を将来に先送りしているよう

なもの。つまり、今、楽に収穫できるのは、『未来

からの前借り』をしているだけなのではないでしょ

うか」と話す。同社は、小野氏のそんな思いから

2009年７月に産声を上げた農業ベンチャーだ。

　日本では最近、安全で安心な食品を求める消費者

が増え、有機農法に関心を持つ人も少なくない。作

り手である農家も同様だ。有機農法を志す農家が増

え、そうした問題意識を持って就農を考える若者も

多くなっている。しかし、せっかくそう考えて農家

になっても、実際に安全・安心でおいしい農産物を

作ろうとすれば大きな苦労が伴う。取り分け、新規

就農者が確保できる農地は限られており、既存の流

通・販売ルートに乗せるのに十分な農産物を生産す

るのは簡単ではない。収量が少なく不安定であるこ

とは、流通業者から嫌気されるためだ。「有機農法

を続けるのは難しい。その一番の理由は販路が見つ

からないことなのです」（小野氏）。

　そこで、同社は有機農家と提携し、提携先から集

めた一定量の農産物をまとめて国内の小売店や飲食

店、通信販売など向けに販売する取り組みを展開し

ている。有機農家の販路開拓が主眼だ。一軒ずつで

は小規模でもまとめれば引き取ってもらえるだけの

量になる。提携農家は40軒程度に上るという。

　ウガンダでゴマの栽培支援を始めたのも、環境負

荷の小さな農業をアフリカに広めたいと考えたため

だ。では、なぜゴマなのか。小野氏はこう言う。

「ゴマは乾燥に強く、生産や加工も比較的簡単で

す。しかし、生産や加工には一定の人手が必要で、

労働集約的な面があります。でも、それはむしろ開

発途上国に適しているのでは、と以前から注目して

いました。特にアフリカは乾燥地が多い。これから

農業を振興していく上で農薬や化学肥料を使った生

産手法ばかりが普及してしまうと取り返しがつかな

くなってしまいます。乾燥地のダメージは大きく、

回復力も弱いためです。また、ゴマを買い上げてあ

げれば栽培農家の収入向上にもつながります」

　小野氏がそんな考えを普段から付き合いのあった

（株）山田製油の山田康一社長に伝えると、「じゃ

あ全部買い取ってあげる」と応えてくれた。

　では、やってみよう―。日本貿易振興機構（ジ

ェトロ）の「開発輸入企画実証事業」に応募するこ

とを決め、東アフリカ地域を中心に取り組みのパー

トナーを探していくと、ウガンダの首都カンパラに

拠点を置く非営利団体「AISUD」に行き着いた。ウ

ガンダは気候変動の影響を受け、この十数年の間に

乾燥化が急速に進んだことで、農家の収量も減少し

つつある。そうした中、AISUDは同国村落部の農家

に対してマイクロファイナンス（少額融資）を実施

するなど農業支援を行っている。

　事業に応募したところ、2012年度に採択されるこ

ととなった。同年度はAISUDが紹介してくれた農家

20人に対し、現地に駐在する同社社員が栽培法を指

導。試験的に栽培した結果、100キロのゴマを収穫で

きたという。小野氏は「当初は現地の農家に対して

『乾燥しているほど高品質のゴマができる』と話し

ても半信半疑のようでしたが、試験栽培とはいえ実

際に収穫できましたので自信につながったようで

す。ウガンダでは乾燥地ほど貧困世帯が多い傾向も

あり、農家の中には降雨量の多い地域に対して劣等

感を持つ人もいたようですが、今年度は『作ってみ

たい』と自分から手を挙げるほどにまでなっていま

す」と話す。試験栽培したゴマは山田製油がごま油

などに加工、５月30日から６月２日に開催された

「アフリカン・フェア2013」で配布した。

　今年度は指導先を100人に広げ、８トンのゴマを生

産する目標だ。さらに、秋には現地法人を設立。シ

アバターやモリンダといったウガンダの農産物の日

本への輸出、現地農家の販路開拓支援などの事業も

展開したい考え。栽培法だけでなく、ゴマ製品の加

工技術も指導して、現地で加工まで手掛けることが

できるようにする方針だ。

環境負荷の少ない有機農法を支援

秋には現地法人を設立へ
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